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「夢虫」オオトラカミキリ
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北海道網走支庁丸瀬布町上武利
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高桑正敏撮影

高桑正敏(学芸員)

昆虫採集を趣味としている人は、だれ

もが夢虫を心に描いていることで、しよう。

ipっか、この手で採集してみたいリと
L 寸憧れの虫です。カミキリムシに興昧

をもった私にとっての夢虫がオオトラカ

ミキリでした。以来36年もの問、夢虫であ

り続けたのです。

本種は日本と}1:[シベリアに分布する

|立界最大の卜ラカミキりです。幼虫はモミ

属植物の幹内部に穿入する筈虫です

が、成虫に野外で、出会うことはきわめて

稀なうえに、そのスズメパチ擬態のカッ

コよさも加わって、愛好者間では「珍虫
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の I~lの珍虫」として有名です。

そのオオトラカミキリが私のすぐ目の

前に静止していたのです。それも北海

道旅行の最後の日の午後、しかも雨の

中でした。すぐ手が出なかったのは、一

瞬、頭の中が真っ白となってしまったお

かげかも大声で友人たちを呼び、持っ

ていた傘を預け、見張りを頼み、車に

戻って大あわてでカメラをセットしてか

ら撮影したのが上の写真です。

もし逃げられてしまっていたら? もち

ろん自分がオオトラ(大虎)になるしかな

いで、しよう。
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小笠原の固有昆虫は今

小笠原の特殊性

東京からrl司に約1000キロのところに位
置する小笠原諸島は、 「東洋のガラパコび

ス」とも呼ばれ、世界lやでもここにしか生

息しない固有動植物の宝庫です。今回

は、この賞重な小笠原諸島の固有毘虫の

おかれている危機的状況について紹介

したいと思います。

小笠原諸島に固有の動植物が非常に

多いことは、小笠原が大陸と一度もつな

がったことのなpf海洋島(大洋島)Jであ
ることと深い関係があります。小笠原は火

山活動の結果、海洋の ~I:Iに突然できた陸

地ということができます。もちろん動植物

がまったくpない状況からその歴史は始

まるのですが、動植物の豊富な大陸から

は陸続きではないために、生物は直接侵

入することがで、きず、f1IJえば海流に乗って

漂着する流木の中に入ってきたり、台風

などに巻き込まれて運ばれたりという、偶

然の機会によってのみ島にたど、り着くこと

になります。そして、そのような少数の先

祖から長い時聞をかけて進化した結果

が、現在のような固有種の豊富な独特の

生物相がみられる島なのです。

自然破壊の歴史

しかし、残念ながらこの東洋のガラパコd

スはかなり危機的な状況にあります。小笠

1:Rll i倣減したシマアカネ

|討12激減したツヤマルヒメタマムシ

高桑正敏船影

原は1800年代後半からの入植によって、

とくに第二次世界大戦前までの期間各地

で激しい開発が行われ、山の斜面一面が

畠になっているような場所もあったようで、

す。このような中、固有鳥類であったオガ

サワラマシコ・オガサワラガヒーチョウ・オガ

サワラカラスノイトなどはわずかな標本を残

して早々に絶滅してしまいました。さらに、

有用材として集中して伐採されたオガサ

ワラグワとpう固有植物は、戦前にすでに

絶滅が心配される状況に追いこまれまし

た。ほかにもムニンツツジなどのもともと{固

体数の少なかつた1植値物はこの段階で
しての絶i滅威が心配される危|険l喚食な状況に

なつていました。おそらく、 当時は生物の

保全という考えはほとんど無く、開墾や原

生林の伐採とpう環境負荷の大きな事業

も、現在とは異なりある意味気楽に行われ

たのかもしれません。しかし、諸島中最大

の島である父島でさえ、23400haほと、の而

積しかなく、それぞれの種の個体数という

ものは本土の生物とは比べ物にならない

くらい少なかったと考えられます。このた

め、開発行為によるその種に対するインパ

ク卜は極めて大きく、重大な結果を招いた

わけです。ただし、興味深いことに固有昆

虫類については、この時期特に減少した

種があった様子は見られません。

第二次世界大戦中には全島民に避難

命令が出され、さらに大戦後は米軍統治

下にあって、住民の帰島も許されず、結果

的にこの期間中に烏の自然はかなり回復

したといわれています。そして日本返還

直後の1968年に行われた調査をもとに見

虫ではシマアカネ・オガサワライトトンボ・

オガサワラトンボ・ハナダカトンボ・オガサ

ワラシジミ・オガサワラタマムシ・オガサワ

ラアメンボなどが国指定の天然記念物に

指定されました。これらの固有種は当時は

父島にも多産しており、本土から遠く離れ

た小笠原の立地条件からしても、これらの

昆虫が減少するとは誰も想像していな

かったのが実情で、す。当館のもう一人の

毘虫担当である、高桑正敏学芸員も1976

年に小笠原を調査に訪れ、多くの新知見

をもたらしましたが、当時はシマアカネや

オガサワラトンボといった固有トンボ類、オ

ガサワラシジミなどの固有蝶類は、それこ

そ「そこら中に普通に見られたjということ

です。
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苅部治紀 (学芸員)

突然の減少

島の昆虫たちに異変が起きたCiIl確に

は研究者が異変に気がついた)のは、

1980年代の中ごろです。それまで普通に

見られたシマアカネやオガサワラトンボ、

オガサワラシジミなどが、父島からほぼ

pっせいに姿を消してしまったのです。

それでも1990年代中ごろまでは、父島の
1:1:1で、はもっとも自然環境の良好な島南東

部の巽湾周辺での生息情報があったの

ですが、それも途絶えてしまいました。そ

して、あとを追いかけるように今度は母島

です。1990年代初頭まではやはり多数fi在

認されていたこれら固有種が、1990年代

後半にはほぼ姿を消してしまう事態に

なってしまいました。

僕自身は、小笠原には大学生だった

1989年にトンボの観察を目的に訪れたの

が最初です。このときも父島各地を回りま

したが、固有トンボ類は確認できませんで

した。一方母島では、オガサワラアオイトト

ンボを除く固有トンボ類は普通に見られま

した。またオガサワラシジミも母島で、はli在

認することができました。しかし、あれから

10数年を経た今、これらの昆虫は母鳥か

らも絶滅したり、姿を消しつつある状況に

あります。

では、これらの昆虫はなぜこつ然と姿

を消してしまったので、しようか?最初に異

変に気がつき報告した研究者は、例えば、

返還後の開発行為による自然環境全般

の劣悪化であるとか、諸島全体で生じて

pる雨量の低下(戦前の約2/3程度に

なっているそうです)、松食い虫|切除のた

めの薬剤散布(現地での聞き取りによる

と、実際には行われていなかったそうで

す)、1980年代中ごろに連続して襲来した

大型台風の影響などを、考えられる理由

として挙げました。

僕も当初はそのような環境悪化が原

因だろうと考えていましたが、1990年代半

ばから無人島である多くの属島を踏査し

て、各島の実情を詳しく継続調査した結

果からは、どうもピンとこないのです。とい

うのも、現状を見てみると、固有見虫が激

減した父島-母島で残存している固有昆

虫には特定の傾向があることが明らかに

なったからです。確かに、小笠原の昆虫

の中では大型で目に付いたトンボやチョ

ウがほとんどいなくなったのは事実で、す
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|芸13今も生き残るオガサワラタマムシ

高桑正敏撮影

が、興味深いのは甲虫類の調査結果でし

た。"1ヨ虫類は小笠原の昆虫の中でも特に

固有率が高いグループですが、ごの中で

も昼間活動する卜ラカミキリの仲間やハナ

ノミ、小型のタマムシ類は、現在父島・母

島ではほとんど姿を見ることができない状

況にあります。一方、夜行性のヒメカミキリ

類やオガサワラカミキリ類などは今でも姿

を見ることができます。また、樹皮下や葉

の中に身を隠す習性のある種も残ってい

ます。同様に体に誌を持つカミキリモドキ

類も普通に見られます。また大型昆虫で

もオガサワラクマバチやオガサワラタマ

ムシは父島で、も残っているのです。

「犯人」は誰だ?

こうしてみてくると、実は、1)小型でド、2)

畳行性で、3)身を守る毒や姿を隠す習性

をもっていない昆虫、が減少してきでいる

乙とがわかります。もし、開発行為などによ

る自然環境の悪化だけが原因であれば、

このような不自然な減少の仕方は生じな

いと考えられます。さらにこのような固有

毘虫の減少は、父島・母島でのみ起こっ

ていることで、すぐ隣に位置するほかの

島々では、今でもかつて父・母両島で見

られたように固有昆虫を普通に見ること

ができます。また、ヤギの食害によって島

の大部分が禿山と化し、現在の父・母両

島に比べ明らかに劣悪な環境である聾島

や西島といった島々 でドさえ、これらの見虫

医14昆虫激減の「犯人?Jグリーンアノール

の多くは生き残っているのです。

開発によって環境悪化したとはいえ、

父・母両島は小笠原の中では而積が大き

いおかげで今でも良好な植生の山や川

は多く残っています。そこで、、はっと気が

ついたのが、「もしかしたら昆虫の減少は

捕食者によるものではないのか!?Jという

ことでした。

小笠原には在来のオガサワラトカゲと

pう種類がいますが、現在父-母両島に

は戦後人間の手によってもちこまれた、

「グリーンアノーノレ(以下アノール)Jという
中米原産のイグアナ科のトカゲが爆発的

に繁殖しています。このアノールを昆虫激

減の犯人と考えると、かなりすっきり説明

がつきます。というのも、アノールは1)固有

昆虫が姿を消した父-母両島にのみ見ら

れ、2)中小型の毘虫を主食とし、3)畳行

f生であり、 4)しかも、燥発的に増えたの
が、父島で1980年代、母島で1990年代と

固有昆虫が姿を消した時期に一致する、

などの極めて慌しい状況証拠が列挙で

きます。実際にオガサワラゼミやケハラゴ

マフカミキリ、ウスパキトンボを捕食してい

るものなどが野外で観察されており、僕の

飼育実験でも、アキアカネやキタテノ、くら

いのサイズのかなり大型のものから、小型

のサビカミキリまで、与えた昆虫はほとん

ど全てのものが捕食されました。例外は、

日未が悪かったり毒を持っていたりするテ

ントウムシとアリ、ハチの仲間でした。

つまり、小笠原の父・l丑両島から固有見

虫類の多くが姿を消したのは、アノールに

よる食害が主因であろうということができ

ます。ただし、これはいわば「状況証拠」に

よるもので、直接に犯人を証明するのは

困難なことです。さらに、すでにほとんど

の固有毘虫が姿を消してしまった後で、あ

る現在では、いわば犯行がかなり以前に

終った事件現場の調査のようなもので、

すでに証拠を得るための調査には遅い

かもしれません。

なお、アノールがこれほど爆発的に個

体数を塙切[1させたのは、小笠原にはトカゲ

類を効率よく捕食する鳥類がいないとい

うことも大きいで、しよう。固有昆虫にとって

は、共に進化してきたオガサワラトカゲと

異なり、新顔のアノールは地面から樹冠

部まで立体的にすべての空間に進出し、

しかも粘り強く昆虫を狙い捕食します。彼

らに対抗するすべはほとんどなく、いわば

「食われ放題」の状況に追いこまれてし

まったのでしょう。
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今後の対策

しかし、アノールが犯人だとしても、父・

母両島で爆発的に増殖してしまった彼ら

を完全駆除することは実際問題としては

ほとんど不可能でしょう(もちろん個体数

を低く抑えるための方策があれば試みる

べきです)。今後、なにより重要なのは、幸

いにも海に隔てられているおかげで、ア

ノールが侵入していない兄島や弟島をは

じめとした島々にアノールが侵入しない

よう最善をつくすことです。これらの島々

は、小笠原諸島の国有種にとっては最後

の聖域とも言えますので。

大洋の中の島としミう環境は、実は横浜

のように都市化の進んだ地域に残された

緑地や、山の中の池と似たような性質を

持っています。これらの環境でも生存して

L 喝生物は分布の連続性から阻害され、

特定の種がはばを利かせる傾向にありま

す。また単純化した生態系のもろさ(特に

移入種が島の在来生物にもたらす影響

については、池にブラックパスが密放流さ

れた際に生じる在来生態系の破;峻によく

似ています)も似た部分です。

おわりに

小笠原で、起こってしまった、人間のきま

ぐれな移入によって生じた、在来生物の

悲惨な絶滅とpう事態は、二度と繰り返し

て欲しくありません。このような「移入生

物」の問題点は、沢山あるのですが、もっ

とも重要なことは、1)繁殖を始め、人間が

その害に気がついた頃には、もう根絶す

ることは極めて困難なこと、2)在来の生物

にどの程度のF婚を与えるのか予見が極

めて難しいこと、の2点が挙げられるで

しよう。つまり、爆発的に増え始めてから駆

除しようにも、手の施しょうがなかったり、

原産国では特に蓄をなす生き物ではな

かったのに、移入先では大きなトラブルに

なることが多々 あります。

現在、我々の身の回りでも世界各地か

ら輸入された動植物が野生化し、様々 な

問題を引き起こしているのはご存知のこ

とかと思いますが、皆さんもいったん飼育

した動物は最後まできちんと責任を持ち、

野外に放すことのないよう心がけて欲し

いと思います。

なお、今回紹介しました小笠原での

昆虫類の調査は、当館の総合研究とし

て行われたものです。ごれらの成果をも

とに再来年度に特別展を予定していま

す。ご期待下さい。
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本州唯一のナベヅル越冬地「山口県熊毛町八代」

(山口県教育庁文化財保護課)清水利宏一人とツルの新たな共生をめざして一

家の意見を聞きながら、県と地元が協力

して保諮活動を行う乙とにしました。

委員会では、 5年間にわたり、八代の

土地利用状況、ねぐらの環境、餌量、餌

場の環境を調査、分析しました。する

と、 1945年頃と比べ、人間の生活環境の

変化によって餌量以外のすべての生息

環境が変わっていることが分かりまし

た。特に国の減反政策の影響は大きく、

ナベヅルの餌場となる水田は畑地へと

変わり、ねぐらとして利用されてきた .

谷間の水田は、ほ とんどが森林に変

わったり耕作放棄されて荒れ地となっ

たりしていま した。

しかし、渡来数60羽前後で安定して

いた 1980年頃と生息環境を比較する

と、ほとんど変化はありませんでした。

これは、ねぐら整備や人工給餌など、環

境の改善に取り組んで、きた成果とも言

えます。たとえば、谷聞の農耕地を行政

が買い上げ、 地元自治体と保護団体が

中心となって、ねぐらとして整備しま

した(図 5)。ナベヅjレがねぐらに帰っ

た夕方には、餌場に小麦やもみをまい

ています。夕方に行なうのは、 人なれさ

せずにできるだけ自然に近い状態で越

冬させるためです。

また、 1993iI三から始まったほ場整備

により、ナベヅjレが好む湿田が乾由化

したため、排水路をナベヅjレが水場と

して利用しやすいように多自然型の工

法で作りました(図6)。農道の一部は

未舗装のままにし、道の入口に車止め

を設け、冬期は農作業時以外の侵入を

禁止しました。整備にあ

わせて水田の中を横断す

る電柱は、可能な限り撤

去しました。今後は、餌場

内の電線を地中化するこ

とも決まっています。

図3飢場で過ごすナベヅルの家族

ナベヅルをおもとした 100羽前後の

ツル類が渡来していました。しかし、

1940年の355羽をピークに減り始め、

2001年に渡来したナベヅルは17羽で

した(図4)02002年3月に発行された

「レッドデータブ‘ックやまぐち」では、

ナベヅルは絶滅の危険性が高い「絶

滅危慎IA類jに選定されています。

現在の保護状況

八代盆地の中心にある 「野鶴監視

所」には、熊毛111}ッル保護研究員や3

人の野鶴監視人、地域の方々、ツル保

護団体、 熊毛町立八代小学校のツル

クラブの児童が集まり、ナベヅルの

行動などを観察しています。この観

察データをもとに、餌場への給餌、ね

ぐら整備などの熱心な保諮活動が長

い間続けられています。

それでも渡来数の減少が止ま らな

いため、 山口県は 1994年度から特別

天然記念物「八代のツルおよびその

渡来地」保護対策策定調査研究委員

会(小野勇一委員長)を設置し、専門

はじめに

本州I唯一のナベヅルの越冬地であ

る「八代(やしろ)Jは、本州の西端、
山口県東部の山間のごく小さな盆地

を中心にした地域です(図 1，2)of八

代のツルおよびその渡来地」として

1921年に国の天然記念物に、 1955年に

は特別天然記念物に指定されました。

ここ八代のナベヅjレは、日中は餌場で

ある田んぼで家族単位で過ごし図 3)、

夕方になる と山間のねぐらへ飛んで

いくという習性を持っています。この

小さなIIIJで、想像を絶する保護活動が

行政と地域住民、保護団体が一体と

なって行われています。

山口県熊毛町八代の位置図l

渡来数減少の理由と対策

1980年代までの八代

のナベヅルの群れ構成

と行動は次のとおりで

した。10月から 11月にか

けて30羽前後の家族群が

渡来し、家族ごとになわ
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図2八代盆地の様子

渡来数の推移

江戸時代から八代周辺にツル類は

渡来していたらしく、八代の里に住む

人が病気のツルを保護した、という話

が残っています。明治期に入ると、ツ

ル類は受難の時代を迎えます。今まで

権威の象徴、瑞鳥としてツル類を保護

してきた幕府が消滅し、大型で目立ち

やすいツル1頃は1守獄iの+票的として狙
われ、各地で姿を消していきました。

しかし、八代では狩猟を禁止し、決し

て捕獲することはありませんでした。

そのためか、八代へのツル類の渡来は

続きました。大正期に入り、八代には
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hjJ:1JIY 
71<回〈湿田〉

... 
減反による耕作放棄・樋材

盗追出
荒地〈耕作放棄田〉

... 
人工酎丸、ヰグラ笠1届

2長記

公有地化して整備

図5 ネグラ整備のしくみ

ばりを形成します。その後12月頃まで

に30羽前後の非繁殖集団(若鳥の群

れ)が渡来し、家族のなわばりの周辺

で日中を過ごします。そして、 1月頃

には家族を含めた大きな集団が形成

され、 3月上旬には集団で渡去してい

きます。しかし、近年、若鳥の群れが

観察されなくなりました。

また、兵庫医科大学の山本助教授が

行なったナベヅルの遺伝子解析によ

ると、八代へは毎年同じ成鳥(親鳥)が

渡来していることが判明しました。し

かし、幼鳥は次の年以降、今のところ

確認されていません。観察記録とあわ

せて考えると、親鳥と一緒に渡来した

幼鳥は、翌年以降八代へは戻っていな

い確率が高くなりました。つまり、こ

のままだと次代を継承する若鳥が渡

来しないため、親鳥が死ぬと渡来数全

体がどんどん減少していくと考えら

れます。

そこで、委員会では、 1997年度から

越冬環境の復元を継続するとともに、

以下の目的を定め、「デコイ(実物大の

模型)作戦」をすすめました。

目的 1:親鳥と一緒に八代へ渡来し

たことのある若鳥は、八代の上空を飛

んで他の越冬地へと移動している可

能性が高く、集団で越冬する習性のあ

る若鳥をデコイや音声で八代に誘引

する。

目的 2:なわばり争いで排除された

弱い家族を、周辺の田んぼへ誘引する。

目的2は、最近利用されていない餌

場に家族が誘引されるなど(図7)、一

定の効果が見られましたが、目的 lの

渡来数を増やす効果は、現在まで確認

j:gj6多自然型の排水路(ツルが水場と
してよく利用します)

できていません。

新たなる試みに向けてごこで、委員

会から新しい作戦が提案されました。

「再活性化jという方法で、世界自然保

護連合 (IUCN)が刊行した IIUCN

Guidelines for Re-introductionJに詳細

が述べられています。

これは、その地域に生息するある種

の生きものの生息数が減少したとき、

他の地域から同じ種を捕獲し、その地

域へと放すもので、生態系復元の特別

な例です。しかし、特別天然記念物とは

いえ、安易に他の場所のナベヅルを八

代で放鳥することはできませんし、仮

に放鳥したとしても、過去の事例はほ

とんど無いため、八代に定着するかど

うかわかりません。

そこで、委員会では八代の環境を再

評価するとともに、圏内で越冬するナ

ベヅルの遺伝的な関係について調査

し、同時に委員以外の専門家の意見も

聞きました。さらに、北東アジア全体の

ナベヅルの生息状況についても可能な

限り資料を集め検討をすすめました。

ナベヅjレは北東アジアだけに生息す

るツル類で、全生息数が約I万羽と推定

され、ロシアや中国の湿地で繁殖し、中

国や韓国、日本の農耕地や湿地で、越冬

します。現在、繁殖地の環境は安定し

ているようですが、国外の越冬地の環

境はあまりよいとはいえません。また、

熱心な保護活動により環境の良好な鹿

児島県出水地方には、全生息数の約8割

が越冬していますが(*本誌7巻 2号

12ページに関連記事があります)、種
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図7デコイに誘引されたツル(奥デコイ

8体手前:ツル4羽)

平成12年 11月15日遊金地区撮影.重永

明生

の保護を考えると「危険分散」のため

に、国内外に多くの良好な越冬地があ

ることが必要と思われます。

委員会での2年以上にわたる慎重な

協議の結果、北東アジア全域の中での

越冬地「八代Jの重要性を考えると、越
冬環境の復元を続けながら、他の地域

のナベヅルを八代へ「補充」すること

が、現在の知見の中で考えられる最も

有効な方法という結論になりました。

若いナベヅルを八代にUターン文は

「ヲ|っ越し」をしてもらい、失われた若

鳥の集団を復活させ、再び100羽前後

の越冬地を確立しようとする試みで

す。しかし、検討を必要とする事項も

残っており、デコイの代わりに飼育個

体を使って誘引する方法も含めて協

議を続けています。

終わりに

「今、ナベヅルのためにできること

を何でもやろう!!J長年にわたり、早朝

から夕方までナベヅルを毎日観察し、

保護活動を続けられた元野鶴監視人

弘中数実さんのデコイ作戦を始める

ときの言葉です。関係者一問、この言

葉に励まされました。弘中さんのナベ

ヅルへの愛情とツル保護の情熱は、多

くの人々に引き継がれています。そし

て、八代の保護活動が続いてきたの

は、委員会のメンバーのみならず日本

中のツル類関係者の支援のおかげで

す。特に、渋谷出水市長さんをはじめ

とする同じ特別天然記念物の指定地

である鹿児島県の皆様からは、ツル類

保護について多くの情報をいただい

ています。

小さな町の活動ではありますが、北

東アジアのナベヅル越冬地のーっと

しての八代の重要性をぜひご理解く

ださい。そして応援してください。
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秋の鳴く虫ーコオロギとキリギリスはどこが違う?

「虫は鈴虫、松虫、はたおり、きりぎ

りす」一平安時代、清少納言によって

苦かれた随筆『枕草子jの一文からは、

すでに平安時代には人々が秋の鴫く

虫の音を愛でていたことが伝わって

きます。今はそれぞれ、松虫はスズム

シ、鈴虫はマツムシ、はたおりはキリ

ギリス、きりぎりすはコオロギである

とされていますが、これらの秋の鳴く

虫は、 H寺代を経て名前が変わっても、

変わらず人々に親しまれています。

さて、先に挙げた 『枕草子Jの一文
にも見られるように、コオロギとキリ

ギリスはしばしば名前が逆転するこ

とがあります。現代の方言でもその逆

転は見られ、極端にはど近所同士の 2

つの村で、コオロギとキリギリスの呼

び方が逆なんて事もあるのです。そん

なこともあって、コオロギとキリギリ

スは名前と実物が混同しやすいのか、

よく 「コオロギとキリギリスはどこが

遣うの?Jという質問を受けます。
コオロギもキリギリスも、同じ直遡

目、キリギリス亜目に分類されていま

す。その中でコオロギ類はコオロギ上

科に、キリギリス類はキリギリス上科

に分けられます。これら 2つの上科

は、ほとんどの種で、雄が左右の前遡

に革質化した発音器を持ち、それらを

摩擦するごとによって、嶋音ーいわゆ

るl鳴き声ーを発することが知られて

います。しかし、体型や発音器の構造

一般的なコオロギとキリギリスの体型

上:エンマコオロギ

下:ヒガシキリギリス

は、 2つの上不|聞で大きく異

なっています。

一般にコオロギ類は体高が低

くやや扇平、キリギリス類は体

幅がやや狭く体高が高いとい

う体型をしています。また、発

音器のある前姐水平部の重な

り方が、コオロギ類では右前麹

が上、キリギリス類では左前麹が上と

反対です。さらに、前遡を広げてみる

と、コオロギ類では左右対称であるの

に対し、キリギリス類では非対称であ

ることが一目でわかります。

コオロギ類やキリギリス類の発音器

は、錦、状器(ろじようき)、絃部(げん

ぶ)、鏡膜(きょうまく)の3つのパー

ツから構成されています。コオロギ類

ではこのパーツが左右両方の前遡に

ありますが、キリギリス類では鋸状器

は左前遡に、絃音11と鏡膜は右前趨にし

かありません。そのため、キリギリス

類の前遡の形態は左右非対称なので

す。f!鳥音は、上側の前遡の裏にある鋸

状器を、下側の前遡の表面にある絃部

とこすりあわせて単純な音を発生さ

せ、絃部と同じ面にある鋭膜を振動さ

せることで生じます。絃部はパチ、銀

状器はヤスリ、鋭膜はスピーカーの役

割を果たしているのです。

こうして発せられるI!鳥音は、同所的

に楼息する種の識別、同種配偶者への

誘因、そして時には個体間での闘争時

の威嚇の情報を伝達する役割を持ち

ます。コオロギ類の中でもより コオロ

ギらしい姿をした、 エンマコオロギや

ツヅレサセコオロギなどは、これらの

状況に応じた嶋音の使い分けが特に

はっきりとしており、それぞれ音響構

造が異なる「ひとり鳴きJrくどき鳴
きHおどし鴫きjを発します。このよ
うなI!鳥音の使い分けは、コオロギ類で

有名であり、キリギリス類では全く観

察されてきませんでした。しかし、最

近では、キリギリス類も闘争を行う

際、「おどし鳴き」に相当する嶋音を発

することが観察されています。

コオロギ類とキリギリス類の違いと

して、ガラス面を登ることができるか
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中原直子(非常勤職員)

P 

コオロギ類とキリギリス類の発音器の形態

左:エンマコオロギ属の 1種の左前麹

右 'シブイロカヤキリモドキの

左右前題発音器部

F:鍛状器，M:鋭膜，P:絃部

どうかで区別する人もいますが、これ

は大きな間違いです。確かに、エンマ

コオロギやマダラスズなどの地表で

生活するコオロギ類は、フ節の先に吸

盤状の爪間板を持たないため、ガラス

面を登ることができません。しかし、

アシ原に生息するキンヒバリや、近年

都市部で個体数が増加しているアオ

マツムシなど、草や樹の上で生活する

コオロギ類は、 キリギリスほど顕著で

はないものの、フ節の先に爪間板を持

ち、取っ掛かりのないガラス面でも、

危なげなく歩き回ることができます。

また反対に、しっかりとした爪間板を

持つキリギリス類の中にも、地表近く

で生活するカラフトギスのように、ガ

ラス面を登ろうとしてもつかまるこ

とができずに滑り落ちてしまう種類

もいます。ですから、「ガラスを登れる

か登れないかjは全く当てになりませ

ん。やはり、前麹の重ね合わせが逆で

あることが、コオロギ類とキリギリス

類の最大の区別点になります。コオロ

ギは右利き、キリギリスは左利きとい

うと覚えやすいでしょう。

これからの季節、コオロギやキリギ

リスなどの嶋く虫は、気温が下がる前

に自分の子孫を残すため、配偶者を得

るために嶋き続けます。私たち人聞に

は娯楽的な歌声であっても、昆虫達に

とっては自分の遺伝子をつなぐため

の必死の歌声なのです。
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この冬の特別展は・..

ザ・シャーク
~サメの進化と適応・ケースコレクションより~

12月7日(土) ~3 月 2 日(日)

さまさまなサメの歯化石に現生のサメの剥製(はくせしり

や骨格標本などを織り交ぜながら、サメの進化の歴史にせま

ります。

ライブラリー通信 「レバノンの蝶」

新収資料展で蝶の標本と一緒に展示されていた、井上武一郎氏のご遺族

から寄贈された図書と雑誌の援恕がようやく済み、 一般の方でも閲覧でき

るようになりました。図書は利害、洋書とも蝶類関係のものがほとんどで、

他の図書館では所蔵していないような珍しいものも何 111↑かありました。

iBlltterflies of LebanonJもその 11附です。カラー図版は少ないですが、い

わゆるレバノンに生息する燃について普かれています。

レバノンはイスラエルの北側|にある紺|長い国で、内戦が続いた危険な固

というイメージがありますが、山の方で雪が降っていても、地中海では泳げ

るという風光明婦な観光地でもあります。数年前に一度訪れたことがあり

ますが、首都ベイルートは道路に信号がないため、いつも交通渋滞て、大変で、

した。現地の人の話では、度電なる内戦の結果、 信号を作っても何かあると

最初に壊されてしまうので、もう信号 を作る気持ちを失ってしま ったとい

うことでした。今では信号もできて道路もスムーズに流れるようですが、そ

の当時は、内戦が終わって何年も経つのに、未だに平和をf確信で、きずに生活

している人たちがいるのだと驚きました。今回1B1l此巴rfliesof LebanonJと

いう図書を手にして、レバノンの蝶はこのような場所でもひらひらと宙を

9111っているのかと思うとなんとも感慨深く、燃にと っても住みやすい場所

になることを願わずにはいられませんでした。

寄贈された図書の中には、レバノンに限らず、世界各国の燃に関するi洋書

が多数含まれています。たとえば iBlltterfliesof SOllth AmericaJ、iThe

Blltterflies ofNorth Am巴ricaJ、iGllideto th巴Blltterlli巴sofRllSsia印ldAdjacent 

TerritoriesJなどです。興味のある方は、ぜひライブラリーまでおいで下さい。

(司書 篠崎淑子)

参加について

おの僻し物について、 ~J~rìíjlll込が必要な場合があります。 特に記載の無いものは参加無料で

す。 応4}多数の場合は抽選となります。 重幸加プ~iまや各行事についてのJf:剤"をお知りになりたい場

合は、下記の連絡先までお11跡、合せ Fさい。ホームページでもii1'調11を見ることができます。

申込・お問い合せ先

干250-0031 小岡原市入生111499
神奈川県立生命のill.地球博物館企両側担lill¥
'iU:活 0465-21-1515
ホームベージ
hllp:/lwww.City.odawara.knnagawe.¥.jp/ll111日um/g.html

• From Editor 
今年の夏も酷暑でした。最近の、特に都会の温度は尋常で、はありませんね。

もはやクーラーなしの生活は考えられないような状況になりつつあります 。昔

(といっても僕が子供の頃 2 0数年前)は、最高気漏 30 度というのはかなり

高温だった記憶があるのですが、最近では351変と聞いてもあまり驚かなくな

りました 。 でも、考えてみると日向では確実に体渦以上の淵度 、 熱 ~I"痕にも気

をつけなくてはいけませんが、今後もこんな夏が続くとするとこの数年顕著な

南方系の種の北上や、逆に北方系の栂の衰退なども深刻さを増してくるかもし

れませんね。現在の関東の気渦は数十年前の南九州とほぼ同様になっていると

いう話です。さて、今回で 「自然科学のとびらJも30号を迎えました。季節
柄生物系の話が多かったのですが、これからちょうど里山歩きに気持ちのよい

時期です。黄金色の稲穂とアカ トンボを見ながらの散歩も楽しいものですよ。
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催し物のご案内

-室内実習

「動物の体のっくりを知ろう①」

[博物館]

日時/10月5日 (土)・6日 (日)
連続講座 1 0:00 ~ 15:00 
対象/小・中・高校生 10人
申込締切/9月24日 (火)消印有効
.室内実習

菌類入門講座 「食車を豊かにする菌類」

[博物館]

日時/10月13日 (日) 14:00 ~ 16:30 
対象/中高生以上 25人
申込締切/10月1日 (火)消印有効
.野外観察

「身近な自然発見講座J
[博物館周辺]

日時/10月16日・ 11月20日・ 12月18日
(いずれも水)にそれぞれ開催

1 0:00 ~ 15:00 
対象/一般 (人数制限なし)

申込不要、当日博物館集合。雨天中止0

・室内実習

「貝のかたちを調べよう」

[博物館]

日時/10月19日(土)・20日(日)・26日(土)・
27日(日)

連続講座 1 0:00 ~ 15:00 
対象/小学生以上 20人 . 
申込締切/10月8日 (火)消印有効
.野外観聖書

「地形地質観察会」

[厚木市七沢]

日時/11月3日 (祝・日)1 0:00 ~ 15 : 00 
対象/一般 25人
申込締切/10月22日 (火)消印有効
※車椅子の方、視覚障害の方も参加可能

.野外観察

「海岸の植生をみる」

[三浦市城ヶ島]

日時/11月9日 (土)1 0:00 ~ 15:00 
対象/一般 40人
申込締切/10月29日 (火)消印有効
.講義

「帰化植物、最近の動向J
[博物館]

日時/12月1日 (日)1 0:00 ~ 15:00 
対象/一般 40人
申込締切/11月19日 (火)消印有効
.野外観察と室内実習

iCGで見る大地」
日尊物館と大磯丘陵 (予定))

日時/12月7日(土)・8日(日)・21日(土)・
22日 (日)

連続講座 1 0:00 ~ 15:00 
対象/小学生以上 20人
申込締切/11月26日 (火)消印有効
.符別展開連講座

「サメの進化を考える」

[大磯町郷土資料館と西小磯海岸]

日時/12月15日 (日)1 0:00 ~ 15:00 
対象/小学校高学年以上 30人
申込締切/12月3日 (火)消印有効



自然科学のとびら 第8巻第3号 2002年9月15日発行

展示シリーズ9 アンモナイトの壁をじっくり見ょう 田口公則 (学芸員)

じっくり展示物を観察することがいろ

いろな発見をもたらすことがあります。“ア

ンモナイトの壁"(写真)もその一つです。

これは地球展示室にある巨大な岩盤

による標本展示の一つです。岩盤展示

は、野外にある資料の一部を切り取って

きたものですから、地層の崖がそのまま

展示室にあるといってもよいでしょう。い

ずれも触るごとのできる展示です。とくに

“アンモナイトの壁"は、誰しもが自然と

手をのばしてしまう魅力を持っています。

“アンモナイトの壁"展示は、化石を

含むブロックを組み合せてl隔8m高さ3m

におよぶ巨大な地層面を再現したもの

です。まるで無数の化石が拙かれた

キャンパスです。しかし、解説ラベルの

情報は少なく、化石の種類や名前など

は表示していません。このことは、一見、

不親切のようにも感じますが、展示を見

る人が自由に見てよいのだと捉えること

もできます。「アンモナイト、スゴーイ」の

一言で通りすぎてしまうのではなくて、

ちょっとだけ展示をじつくり見てみてくだ

さい。ちょっとした手がかりによって、野

外で地層を観察するように“アンモナイ

トの壁"を楽しむことができるでしよう。

さて、“アンモナイ トの壁"を前にした

ときの第一印象は何で、しよう? rかたつ
むり?J r本物?J rアンモナイトはこんなに
大きかったんだ・.J、様々 な感想、がある
ようです。でも、そこで観察を止めない

でください。ぜひとも、第一印象に続けて

考えを巡らせてください。かたつむりは、

ど、のような形だったで、しよう? アンモナ

イトが本物の化石かどうか触って確か

めてください。一番大きいアンモナイト

はどれで、すか? 一番小さいアンモナイ

トはどれでしょう?・-。じっくりモノと対話

することによっていろいろな発見や疑問

が生まれくることでしょう。このとき、一人

だけの対話で、はすぐに行き詰まってし

まうかもしれません。何人かのグループ

で観察し合うことで、より観察を積み上

げることができるでしょうし、それがよい

コミュニケーションにもつながるでしよう。

目の前の模本をより意識的に観察す

るきっかけとなる“手がかり"も重要です。

グループのリーダーとなる先生や大人が

適切な“手がかり"を子どもたちに提示し

ていくことが理想です。あるいは、手がか

りが分からなくとも相手の発見や疑問に

対して相づちを打つだけでも楽しい探

求活動につながるでしょう。

子どもたちにアンモナイトの壁を観察

させると、右巻きと左巻きのアンモナイト

があることに気づくことがあります。たし

かに見る面の遠いで右巻きにも左巻き

にも見えます。このことは解説されてしま

うと簡単に理解できることですが、 “アン

モナイトの壁"にかくされている一つ一

つの証拠を見つけることでもたどり着く

乙とのできることがらなのです。

探求のための予備知識があればさら

にステップアッフ。した探求活動もできる

でしょう。でも、じっくり観察することに

よって予備知識なしでも自分たちなりの

24 

探求活動を展開させることもできると思

pます。目の前のものをじっくり見ること

からはじまる“観察力"は、博物館での体

験を探求活動へとつなぐ“鍵"です。通り

一遍の解説を聞くだけでは、この観察力

を育てることは難しいでしょう。しかし、

ひとたびこの観察力を持ち得たならば

フィールドでの探求活動が様々に展開

できるに違いありません。ぜひ自然の一

部を切り取って展示している博物館に

て、との“観察力"を鍛えてください。そし

て展示物に様々な疑問や気づきを見出

してください。

地層や化石を学んだ人は、あるいは

すぐに“アンモナイ卜の壁"を通じて1億7

千万年前の海底の様子を思い浮かべる

でしょう。そして自然と次なる疑問が生

まれてきます。その疑問を解く証拠はな

いかと、再ひキじっくりと観察を続けていく

のです。好奇心が尽きることはありませ

ん。どうぞじっくり“アンモナイトの壁"を

楽しんでください。
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